



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































T A 航 空 学 ／ 宇 宙 化 学 工 学 教 授 土 木 工 学 教授 コ ン ピュ ー タ 機 械 工 学 教 授
航 空 学 教 授 助 手 助 手 助 手 科 学 教 授 助 手 助 手
U C L A 1335 1250 1337 14 88 1335
U C B erk ley 1555 1556 3235 5153 4379
イ リノ イ大学 1106 120 8 1147 1181 1170
ミシ ガ ン大 学 595 120 0 74 5 1200 1156
ミシ シ ッ ピー 大 学 635 1195 1195 1195 732
ノ ー ス ウエ ス タ ン大 学 10 87 1087 10 87 1087
オハ イ オ 大学 1∝）0 1（X 的 910 1125 1050
レ ンス ラ ー技 術 学 院 9 80 10 11 922 1044 980
ラ トガ ー ス大 学 1117 1117 1117 1117 1117
サ ザ ン カ リフ ォ ルニ ア
大 学
1180 1180 1180 1180 1 180
テ キサ ス大 学
オ ー ス テ イ ン分 校
720 767 747 725 759
バ ー ジ ニ ア
ポ リテ ク ニ ッ ク大 学
1250 1176 1275 1119 1250
R A 航 空学 ／ 宇 宙 化 学 工 学 教 授 土 木 工 学 教授 コ ン ピ ュ ー タ 機 械 工 学 教 授
航 空学 教 授 助 手 助 手 助 手 科学 教 授 助 手 助 手
U C L A 1093 1250 1 115 1237 109 3
U C B erk ley 1555 1556 4343 5 102 3992
イ リノ イ大 学 1106 1208 1147 118 1 1170
ミシ ガ ン大 学 1242 1200 1200 1200 1200
ミシ シ ッ ピー 大 学 777 1195 1195 1195 90 2
ノ ー ス ウエ ス タ ン大学 1258 1258 1258 125 8
オ ハ イ オ 大 学 1∝）0 1（X ）0 9 10 1125 1050
レ ン ス ラー技 術 学 院 990 1011 1010 1044 990
ラ トガ ー ス 大学 1117 1117 1 117 11 17 1117
サ ザ ンカ リ フ ォル ニ ア
大 学
1 180 1180 1180 ‖鳩0 1180
テ キサ ス 大 学
オ ー ス テ イン分 校
888 109 8 974 9（X） 9 86
バ ー ジ ニ ア
ポ リ テ ク ニ ッ ク大 学
1250 1310 1275 1144 125 0
－55－
特別研究貞 航空学／宇宙 化学工学教授 土木工学教授 コンピュータ 横桟工学教授
航空学教授助手 助手 助手 科学教授助手 助手
U CLA 1556 1250 2α氾 1444 1556
U C Berklcy 1555 1556 3082 4513 4063
イリノイ大学
ミシガン大学 724 1200 1300 1250 1200
ミシシッピー大学 769 1195 1195 461
ノースウエスタン大学 1052 1052 1052 1052
オハイオ大学 1（X）0 1125 1050
レンスラー技術学院 1160 1011 112（i 1333 1160
ラ トガース大学 1266 1388 1300 8㈲ 1266
サザンカリフォルニア
大学
1800 1800 1800 1800 1800
テキサス大学
オーステイン分校
842 331 352 1224 444
バージニア
ポリテクニック大学


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































C H 別 E 寸
ぐヾ















IE E S l′．1
rq m



















E C O N
ぐつ
等






P H Y S N 「、
ST A T
－ N l√1 ぐ′1
0 1
寸
E N G M ト －
ぐヾ
省
O T H E R
くつ ⊂） －
．寸．
卜 C〉 N くつ ぐ′1 ぐヾ くつ C ）
00



























































































































































































































情 ン物 報 属 料 料 学 子 械 械 御 営 報 ピ
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エネルギー科学 1 3 2 2

































































































タ科学／情報工学 2 5 5 3 4 1
土木工学
建設 1




物理情報工学 1 1 1 3 1
電子化学工学 1 3
精密機械工学 1 1 1

































































































































































物理情報工学 1 1 2
電子化学工学
精密機械工学 1 1
































































































－ ■・．・．．・・．・．－ 学 士 政 府 機 関
． 修 士 政 府 機 関
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































年 度 19 9 1 19 89 19 8 6 19 8 3 19 80
学 士 In d ． 7 66 ．5 8 8 18 ．53 9 10 ．2 6 104 2 ．00 1 10 9 ．3 9
修 士 In d ． 7 97 ．7 1 8 50 ．82 97 1．5 9 10 79 ．2 1 1 17 9 ．5 9
博 士 In d ． 10 93 ．0 1 1 1 15 ．9 5 1 19 6．6 8 12 8 2 ．7 9
学 士 E d u C． 64 7 ．4 8 7 09 ．96 85 0 ．5 9 8 8 9 ．6 7 9 4 5 ．36
修 十 E d u c． 7 13．2 32 8 00 ．05 85 1．7 6 9 4 0 ．2 1 10 5 9 ．32
博 士 E d u c． 96 0 ．5 7 9 0 0 ．4 3 10 0 1．52
学 士 C R C s 7 6 3．07 8 07 ．30 89 9 ．5 0 9 9 7 ．7 8 10 7 5 ．0 0
修 士 C R C s 7 77 ．8 2 8 66 ．74 9 32 ．9 6 10 2 1 ．8 8 10 6 2 ．13
博 士 C R C s 10 09 ．2 4 10 8 6 ．4 6 10 8 7 ．6 3 1 17 2 ．34
学 士 P c d ．G ． 7 67 ．7 5 8 3 8．66 9 56 ．83 10 3 5 ．6 8 10 3 5 ．4 5
修 士 F e d ．G ． 7 4 3 ．18 82 3 ．4 5 9 23 ．13 10 3 9 ．19 10 6 2 ．83
博 士 F c d ．G ． 9 69 ．23 9 3 2 ．9 6 1 1 18 ．99
学 士 N on n ro r． 6 94 ．8 7 7 64 ．4 8 8 62 ．2 9 9 6 8 ．2 9 10 7 7 ．34
修 士 N o n pro E 7 8 7 ．4 1 94 6 ．30 10 2 0 ．7 1 1 1 16 ．18
博 士 N o n t）rO r． 10 72 ．4 2 98 1．8 6 10 7 7 ．10 1 17 8 ．19
ー83－
年 度 197 8 19 7 6 19 7 0－7 1 19 6 8－6 9 19 6 2－6 3
学 士 In d ． 1 15 2 ．6 8 1 20 0 ．4 2 13 12 ．5 1 1 34 9 ．9 5 1 38 4 ．8 1
修 士 In d ． 12 0 5 ．3 3 4 1 23 7 ．6 3 13 5 3 ．92 1 14 1．72 14 6 2 ．50
博 士 In d ． 13 2 2 ．3 3 13 9 5 ．8 1 1 54 2 ．76 15 6 4 ．7 6 15 0 5 ．9 4
学 士 E d u c． 10 6 9 ．8 5 10 6 9 ．3 8 1 2 27 ．10 10 8 1．3 1 13 0 3 ．85
修 十 E d u c． 10 4 6 ．6 8 1 12 7 ．8 8 1 1 5 5．96 12 5 4 ．4 7 1 30 3 ．15
博 士 E d u c． 1 17 4 ．6 8 1 10 9 ．16 1 3 57 ．20 13 8 2 ．7 1 15 6 0 ．3 1
学 士 C R C s 10 6 9 ．15 12 3 9 ．5 0 1 2 7 5．77 13 3 0 ．2 9 1 32 8 ．1 8
修 士 C R C s 1 14 6 ．3 7 1 16 8 ．6 0 12 5 4 ．4 7 13 1 1．5 7 14 0 7 ．0 4
博 士 C R C s 12 3 3 ．8 8 12 9 8 ．2 3 1 3 83 ．17 14 2 4 ．5 9 14 9 1 ．0 5
学 士 F c d ．G ． 1 194 ．3 4 10 8 2 ．2 5 12 7 2 ．0 2 12 9 0 ．7 4 13 1 1．10
修 士 F e d ．G ． 1 1 10 ．10 1 124 ．14 1 16 6 ．26 1 17 9 ，5 9 12 7 5 ．53
博 十 F e d ．G ． 1 15 1 ．5 1 1 12 5 ．7 7 1 3 1 1．80 12 7 0 ．39 13 7 4 ．0 5
学 士 N o n t）rO f． 1 14 5 ．6 6 1 18 2 ．8 7 1 3 56 ．26 12 9 3 ．5 5 14 4 0 ．0 4
修 士 N o n p ro f． 120 2 ．99 12 04 ．16 13 8 8 ．0 9 13 6 8 ．4 3 154 4 ．8 7




年 度 1986 1979 1972 1968
学 士 民 間 企 業 4 87．36 709．97 958．56 1178．96
修 士 民 間 企 業 488．84 764．57 1012．93 1254．49
博 士 民 間 企 業 389．06 728．57 991．67 1315．91
年 度 1986 1979 1972 1968
学 士 公 務 員 4 26．6 1 613．46 849．14 1092 ．31
修 士 公 務 員 399．22 620．24 795．59 1096 ．74
博 士 公 務 貞 350．00 59 1．67 784 ．38 1070 ．45
肩84－
結論と示唆
これまでの各章で見てきたように、日本の大学院課程は米国の大学院課程と比べると、教
育の形態としては劣っており、十分に活用されていない。第一章は序章であった。第二章
では、米国の大学院課程と日本の大学院課程との構造を見て、日本の大学院での研究は、
特殊化され、徹底した縦型構造を持ち、ほとんど研究のみに照準をあわせたものであると
の結論を導き出した。大学の学内行政的及び官僚的構造により研究の実行が阻まれ、さら
に研究室の徹底した縦型構造によって暗黙の知識を他の研究室の大学院生へと受け渡し
ていくことを阻んでいる。教科による教育よりむしろ研究を強調することで、展望を狭く
することに繋がっていく。他方、日本の大学に於いては教育に重きが置かれないためコー
スは内容のない、あるいは質の良くない教え方になる。それに加えて、状況は急激に変化
しているものの、生活費援助のための学生に対する給費はほとんどない。今までのところ、
奨学資金は文部省中心で、教授が将来性のある大学院生に生活費の援助を保証することが
困難となっている。奨学資金が僅少であるので、両親から資金援助を受けるかある時間働
くことが必要となる。これは、科学や工学の大学院生が教授アシスタント或は研究アシス
タントとして働くことで、十分な生活費を得ている米国の大学院資金制度とは正反対であ
る。最後に、日本の国立研究所の急激な成長と日本の産業界研究所の基礎研究への移行に
よって、自分の研究を実行したいと思っている研究者が学界に残ることはますます不必要
なものとなっている。
第三章では、大学の学科の構造及び学際的研究について見る。日本の大学は、米国の大学
に比べ科学及び工学の分野で多くの学科を持っている。しかし、個々の日本の学科の専門
の幅は米国の学科のものよりかなり狭くなっている。それに加え、日本では二つ以上の学
科で共通履修するコースが少ない。日本の大学院生は、コースを自分自身の学科でとるこ
とが多いので、米国の大学院生よりも狭い教育を受けることになる。また、学科間の共通
履修コースは、一つのトピックを研究する際に、より広範な学問教育を与えることができ
る。学生の基礎知識を全般的に広げること以外にも、学科間の共通履修コースによって、
異なる学問に携わる人々との接触によりネットワークを拡大することができるのである。
第四章では、卒業後についてみる。そこでは、修士号取得者にとっては、彼等を迎える進
路先がわずかながらあるものの、将来の進路先の側面からはより高度な学位を得ることの
メリットが如何に少ないかを示す。修士号または博士号を取得するのに必要とする時間は
採用される時に考慮されるが、この推定期間はしばしば実際にかかった期間をカバーする
ものではない。サラリーの等級も責任も高い学位を持たない従業員のものと異ならない、
－85－
これは米国のものと完全に異なっている。
現在、日本人大学院制度にまつわる二つの主な問題がある。一つは、大学院生がその課程
（主に財政困難のため）を終了することが困難であることである。第二は、大学院におい
て提供される教育／訓練と国立研究所および産業界が欲しているものとの間に食い違い
が存在することである。第一の問題は大学院生に与える生活費を増額すること及び大学制
度の分散化で取り組むことができる。近年規制が改正されて大学が文部省以外からの資金
を直接受けることができるようになったことは、問題解決の一助になるはずである。大学
院が社会および雇用構造に対して持つ全体的位置付けについての問題は、現在の構造の範
囲内で訂正するには複雑すぎ、修正は難しい。日本の学校教育の垂直構造を破壊すために
は、大学間の交流や産業界との相互作用を妨げてきた大学制度を分散化させ、規制緩和す
ることが必要である。博士号をもつ人々を産業界が歓迎しないことは、鶏が先か卵が先か
というような問題である。企業がより高度な学位を取得するのを奨励するため、博士号取
得者により多くのサラリーや責任を持たせて雇用してはじめて、産業界が大学カリキュラ
ムに影響を及ぼすことができるのである。一方、大学が徹底的に課程を改良しなければ、
大学は今産業界および政府によって要求される学問の幅および独創性をもつ卒業生を創
出しないであろう（これは学界にとっても同様である）。
日本の大学院教育は改革される必要がある。大学院教育は、学界の研究者のみに限らず、
全ての研究者にとって重要な教育の一部とならなければならない。その際、企業内の訓練
プログラムで見られるものとは違う訓練の形態を大学院教育として与えなければならな
い。米国最高峰の大学院課程から得られるものはこれだといううたい文句を見ると、「展
望（vision）」、「独創性（creativity）」、そして「どのように学ぶかを学ぶ（learninghow
tole紅n）」のような語が見られる。科学技術の急激な変化及び新分野の発展によって、よ
り一層重要になってきたのは、異なる分野から研究者が知識を引き出すことのできる能力、
一見無関係に見える分野間の知識を総合する能力、そして特に学習の俊敏性である。私の
意見では、大学院教育は、これらのものを与えることができなければならない。そして、
これが日本の最終目標になるべきである。
－86一
付録「大学院教育の歴史」
西洋の大学院教育の歴史：［1日2日3］
二十世紀の後半において高度の学位の系統が大変複雑になってきた。しかし、修士及び博
士の用語は、この学識を示すために最も頻繁に用いられている。
元来はこれらの学位はきわめて異なった意味をもっていた。中世初期の大学では、修士号
が唯一の学位であった。これは、その学生が大学（ギルド）の徒弟制度を満足できる状態
で完了したということを示し、教師あるいは、教授の肩書と等価のものであった。そのよ
うな意味をもつものであったので、大学の総長による正式の認定は、すでに修士号を持っ
たものの推薦によって決められた。それは、有資格者の教師の同業者の仲間に入ることを
意味し、教鞭をとるものにとっては許可証であり、それによって大学に受け入れられると
いうものであった。
パリでなく、ボローこヤの体系をとった大学では、修士のかわりに博士の用語が用いられ
た。これらの中世の修士及び博士の学位は、ある意味では、同等のもので、それらの資格
のみが授与され、それらは“より高度な’’学位とは考えられなかった。
徐々にこれらのDoctors及びMastersofArtsがさらにより専門化していき、神学、医学及び
法学における系統だった授業の評価へと繋がっていった。これらの高度な学部は、それら
より低級とみなされる人文学部の上に位置付けられ、神学、医学及び法学における博士号
となったのである。高度に専門化されたコースに基くより高度な現在の学位と似ている。
二十世紀の研究学位は、中世の大学に同様のものを見つけることは、できない。というの
も、その頃は研究という仕事は、なかったからである。
人文学部のコースがより系統化されるに伴い、学士号が修士号への第一歩（鮮血S）の成
就として導入されはじめた。しかし学士号は、長い間、準公式の資格として、たいした重
要性を持たなかった。英国では、オックスフォード大学が十三世紀に学士号をすでに授与
していた。これは、通常約十八歳の時点で取得され、今日の高校卒業資格以上の意味をも
つものではなかった。
時が経つにつれて、十五世紀から十六世紀にかけてのパブリックスクールの発展と共に、
大学の一部の程度の低い仕事をパブリックスクールへと移していった。大学生は、比較的
年齢を経た段階で大学に通い始めるようになり、大学に在籍する時間はそれに伴って短縮
された。フランスやドイツでは、この過程によって、学士号が学校へと完全に移行して、
－87－
そこでは、それぞれBaccalaureatやAbitureが広範囲で極めて厳格な学校教育の終了と、大
学入学の資格の印となった。英国ではその過程が逆の方向をとり、学士号は大学に残った
が資格はOxhrdでのBachelorofArtsの四年間の中心教育課程が元々七年間のMastersofArts
の学問的レベルに近づいていった。
十六世紀末までには、七年間で資格のとれるM．A．は、Bachelorの学位を終了するための形
式となり陳腐化していった。M．A．はその時にはまだ大学の構成員となるための唯一の道で
あり、投票権その他の権利はそれをとることによってはじめて与えられた。M．A．はまた、
教える権利を授与するものとして、以前からある重要性を維持した。
英国では疫病、戦争及び宗教によって学生数が激減した。これによって、教授法が専門的
講義からより私的な個人指導へと移っていった。これと共に、教授とMastersofAnsをも
つものの中でさらに研究を継続している“フェロー”の地位の移行が起こった。初めのう
ちは、大学教授は多大の尊敬を得、教えるだけでなく、その選択した分野の個人研究を実
施する時間をも持っていたが、終わりの頃には、彼等は大学における権威をほとんどもた
なくなり、あるいは学生との関係もなくなってしまった。同時に、個人指導をおこなうチ
ューターは教える時間が多く、基本的な研究以外の時間は持てなくなった。
十九世紀の半ばになって、英国の大学は、研究や特殊化された教育というよりは、カレッ
ジでの教育面に完全に専念することとなった。そのようなものを要請したであろう高い学
位は、もはや料金に対する報酬上の一連の注意書き（分配品）にまで低下した。
ドイツの進展の仕方は大きく異なっていた。十六および十七世紀の間に、個々のドイツの
国々の大部分は、他の国の資格を認めたがらずに彼ら自身の大学を設置した。これは知的
職業を妨害するという傾向をもたらしたが、新しい考えの躍進を促した。
ドイツの教育哲学者の中で、最も偉大なWilhelmHumbolt（ウイルヘルム．フンボルト）
は、ベルリン大学の創始者でもあった。彼は、大学について国が財政的に大学を支援しな
ければならないこと、しかし、学内事情に干渉する権限を持たないことを信奉していた。
教えること、学ぶこと、そして研究の自由は神聖であった。そして、知識は教えることに
よってもっともよく拡張された。すなわち、教師は良い研究者であり、そして、良い研究
者はさらにより良い教師であった。
フンボルトは、また、現代のGymnasium（ギムナジウム）創立し学校教育のレベルを上げ
る、その範囲を広げるなどの改革をした。そこでは、Gymnasiumの終了を大学入学の試験
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として扱った。Abiture（アビチュア）の獲得によって終了する徹底的した9年間のコース
の後、学生は大学に入学することとなった。このAbitureは実質的には英国のB．A．に等し
かった。したがって、19世紀ドイツの大学では、英国の学生が大学を去った時点から研究
のコースを始めることができた。学生は、興味のある分野を専門にしたり、コースを選ん
だり、他の大学へ移ることも自由にできた。所定のコース数に出席したことの証明及び論
文を完成し、その論文を教授陣の前でデイフェンドすることで審査員をして満足させるか
ぎり、学位が授与される。
ドイツの大学教授職の役割およびその形式は、他に見られないモデルとなった。教授は、
大学内部と外部の両方で認識され尊敬されて、大学における教職の最高の位置を保ってい
た。その分野において専門家であり教授であり学者であったが、教授は主に出版された研
究によってその地位を得た。学内行政や学生の教育の義務を負わされることはなく、彼の
唯一の形式的な義務は、週に二回の講義をすることであった。教授の給与は国によって支
払われ、それは豊富過ぎるとは言い難いが、大学での個人的な講義の料金によってこれを
さらに補うことができた。最後に、Lehrfreiheit（教授の自由）によって教授に少くともそ
の大学の境界線の範囲内で表現の自由を保証し、教授の講義に関連する問題に対する干渉
からその教授を守った。
教師の階層の反対側の端にはPrivatdozent（プリファートドーツェント）がおり、それは教
授職を補足するものであった。これらは、博士号をすでに持った学術的な家庭教師であっ
て、大学の教師として“住みこむ”ことにより、なおいっそうの学術的な名誉を得たので
あった。Privatdozentは、学生と直接接触して学生の仕事を監督し、個人的な講義にて彼ら
を教えていた。彼の助教授へのそして最終的な正教授への昇進は、彼の発表した業績を通
して彼が有能な学者として自大学、そして他大学に認められることに依存していた。
新しい教授方法もまた、ドイツの大学にもたらされた。最初のセミナーが18世紀末その
姿を現し、19世紀の間にすべての研究分野に広がり、学生に学識の意味や研究方法につい
て理解を深めさせることを可能にした。
法律、医学、神学の分野では、すでにボストマスターの仕事が与えられていた。ドイツ
の大学で程度の低いものとみなされていた人文のセクションが今日哲学科と知られてい
るものに変容して他のすぐれた専門的な学科と肩をならべたのは、この時点のことである。
これに加えて、修士号（Mastersdegree）は、新しい博士号（doctorateofphilosophy）に併合
された。
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19世紀の間に、哲学科は、他の学科と比べてはるかに大きなものへと成長した（1830、・31
年度のドイツの全大学生の17．7％は、哲学科に登録し、1881～82年度までには、40．3％に
増加した）この哲学科の中の大学生のうち科学を専攻するものは、3倍近くに増加した
（1841年度には、哲学科の13．6％の学生が科学あるいは、数学を専攻し、1881年度までに
は、31．7％に増加していた）。高度な専門を極めるために研究を重ねてきたこれらの多数
の大学の科学者たちに加えて、ドイツの技術学校で勉強している多数の技術者および応用
物理学者を加えなければならない。
私はドイツの大学について多くの詳細に入った事実をのべてきたが、それはドイツの大学
が他の国の大学院教育の形成に最も大きな刺激を与えたということができるためである。
その時代のある解説者は、彼自身ドイツの方法に全く無批判というわけではなかったが、
「教養を培い高度の学習を奨励する機関として、ドイツの大学は、ヨーロッパのあらゆる
大学の追随を許さないまでになっているが…それは、学校としてでなく、科学における知
的活動の中心としてこれらの大学がヨーロッパの注目を浴びているのであり、これらの大
学は、全ての知的生産物の審判になったのである」（Pattison1868p．162）
世界中の学生がドイツ式システムでより高度な学位をとっていたが、アメリカ人の割合は、
1835～6年度中の1パーセントから1891、2年度中には22％までに劇的に増加した。学生
数が、わずかとは言えない446名のいた中でである。これらの学者がドイツ式システムに
ついて熱中したことが、大学の教員としてアメリカへ帰国するものをしてドイツ式システ
ムをその大学に導入する努力となって現われた。大学院での研究体制が公式に確立される
に至るには、高い学術的な研究の価値が十分に多くの大学の教師および行政官によって認
められる必要があったがそれには、多くの年月がかかったのである。常に注意を喚起され
た点は、必要な経費に関するもの、大学が供給する需要があるのかということや大学院教
育に有用性があるのかといったものがあった。大学卒業後の研究機関としての国立大学を
創立するための、そして米国の全大学中で最優秀人材を引き抜くための努力が傾けられた、
しかし、これは特に南北戦争までの期間は、連邦政府の事業に対する熱意の不足や地元の
愛国主義により妨害された。1841年に初めて大学院生のために組織された課程を制度化し
たエール大学は、20年後、初めてDoctorateofPhilosophyを授与することになった。通常
の大学教育の後、3年間の勉学の後に化学の学生へのDoctorateofPhilosophyの授与が認め
られた。
米国のPh．D．（博士号）は、ついには大学生のカリキュラムの中で専門化を認めることに
なった選挙システムによって基礎ができたのであるが、例外を除いて、残念にもまだ程度
の低いものであった。大学院教育が前世紀末の30年間に広がったまさしくその速度、私
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立大学の多様さ、少数の高い力量を持つ学科へのすさまじい兢争および学位のイニシャル
を自分の名前につけることへの一般人の渇望（これは、現在のアメリカでもまったく減少
していない）これら全てが学術的な標準の下降に繋がったのである。前世紀と今世紀の間
に現われたある教育歴史学者は、前世紀と今世紀の間に教育局によって列挙された高等教
育機関の約300校のうち6校だけが大学と呼べるもので、その他の6校は、今だ大学への
道のりを歩んでいる最中であったと述べていた。
学士号および博士号の学位の大きなばらつき、さらには、金銭によって名誉学位、そして
偽の学位を授与するにまで至って、とうとう学位の水準を保護するために大学が強力な運
動を始めた。米国大学協会が19（沿年に設立されたとき、その明示された目的の一つは、
外国の大学に於ける米国の学位信用を保護することであった、外国の大学では我々の優秀
大学の先進的な業績に対して合法的に与えられた履修証明といったものが与えられてい
なかったのである。また我々の博士号の威厳を保護するためであった。米国大学協会はそ
の創立から最初の15年間にPh．D．試験のために種々の大学が必要とする必須条件、試験問
題のトピックの選択および論文の印刷、MasteB学位の授与について、そして中途移動の
可能性などをはっきりさせるためのものであった。
ほぼ全てのドイツ学生がその学位研究と並んで勉強した国家試験によって課せられたよ
うな共通の標準的な指示はなかった。フランスにいたような免許状所持者もいないし、英
国でのようにある種の共通性を導入しようとして設けた外部試験者のような仕組みもな
かった。米国では教育機関が多種多様であり、また州の数が多いため、試験をそのように
標準化することは非常に困難であった。協会はそのような不可能なことは追及せずその学
士号で海外の大学の上級コースに進学できるほど十分高い水準を持つ大学およびカレッ
ジのリストを作成することで満足するとした。しかし、そうすることは、困難を伴い、1913
年にやっとドイツの種々の当局へとそのようなリストを送ることができたのである。当局
が大学での外国人学生の数を制限しはじめて、更によりよい学生が選抜されたので、この
時点までは、このようなリストは、もっと多くの需要があったのである。
3年後の1916年に、同じリストが、上級の学位へ繋がる大学院課程への入学についての米
国の学士号の受け入れ可能性についての推奨指導方針として英国の全大学に送付された。
この情報提供によって、種々の理由から英国政府及び大学がやっと英国の大学院教育の組
織化についての必要性に気付いたのであって、これは、注目すべきことであった。この時
点では、博士課程は、英国ではまだ存在していなかったということを指摘せねばならない。
ドイツの大学で勉強している米国の学生は、恋焦がれたPh．D．の取得に熱中することがで
きたが、英国では、もうひとつの学士あるいは、最高学府としても修士号を望む他なかっ
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たのである。
英国の高等教育の歴史を見るのは、英国と日本の間の対応関係を見る上で、興味深い。（日
本に対してもなされる批判及びコメントについては、イタリックで示す。）19世紀の半ば
までには、英国の既存のシステムが時代遅れになり、カレッジ面および大学面の間の分離
により明確な対立が生まれていた。オックスフォード大学委員会は、修士号のために必要
な条件として些細な変更を施すが、これには誰も関心を示さなかった。
ドイツの教育の革新とドイツの大学システムおよびドイツ固有のシステムの構築の試み
に対する米国の大きな熱意をみると、このまま英国が科学者および思想家のための教育に
おいて他国に遅れをとり続けると経済力や国家の信望を失うことにならないであろうか
という問題がでてきた。より複雑な科学的手法が強調されるこの劇的な産業発展の時代に、
英国は、経済発展に重要な構成要素である人間の知的能力をいつまで無視し続けることが
できるのだろうか。英国は、長い間原材料が簡単に使用できる立場にあり、何世紀にもわ
たる間に培われた製造業の実際的知識の伝統に依存してきたが、他の国が英国の位置に近
づきはじめていた。
ヨーロッパ各国からの脅威は部分的には、高等教育の開発への強調に関わりがあった。そ
して最初のうちはこれは、ほんのひとにぎりの人々によってのみ理解されていた。しかし、
1870年代及び18g0年代には、このことが極めて明白になり、これ以上無視し続けるわけ
にはいかなくなった。あらゆる種類の覚書、請願、問い合わせ、報告に続き、科学的な進
歩および高等教育の開発に関連した様々な命題に関する王立委員会が設立され、次に長く
尾を引く断片的改良がその後20世紀まで続いた。思索家、そして有名な化学者の1人で
ある、Hen丹Roscoe（ヘンリー　ロスコー）は、次のように不満を述べた。「独創的研究
の国家的重要性の問題は、徐々にではあるが、たしかに、人々の注意を喚起している。‥
それにもかかわらず、独創的研究を奨励するために与えられた設備を見ると…．この重要な
設備が今までは、完全に無視されてきたのである。オックスフォードおよびケンブリッジ
大学では、何千ポンドもが、毎年古典、そして数学の学識の奨励に惜しまず与えられてお
り、独創的研究がなされているという主張があるが、それはかろうじて認めることができ
る程度である。それゆえに、これらの非常に恵まれた大学は、その重要な教授陣で有名で
はあるが、英国の生産力をどの方向においても代表するものではない。」
ロスコーは、オックスフォード大学に於いて独創的な科学的業績が欠けていることは、部
分的には試験制度によって引き起こされ、そしてそれが独創性を抑制したと考えた。さら
に、長年科学以外の教養課程が得てきた名声は、自己永久化であった。大学にその学生を
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入学させていたパブリックスクールおよび最終的にはその教員は、科学を軽蔑した。彼達
は科学に適切な教育用設備を持たなかった、そしてそのような貧しい状態の下に、少しだ
け教えられた科学は、有効ではなかった。（例をとって見ると、1860年代のEton（イー
トン）校では、24人が古典を、8人が数学を、3人が他の全科目を教えるため雇用された。）
1860年以降であるが、下位ら上位までの科学の学位を授与した最初の大学は、ロンドン大
学であった。1860年に導入されたD．Sc．は、学位取得候補者が主要科目およびひとつ以上
の同系科目をパスすることが要求された試験を純粋にベースとして授与された。「科学の
どの分野においても独自の個人研究で目立たない多くの博識な人々や優秀な教授を冷遇
し、彼等の学位の名誉を剥奪してはならない」という論議があったが、D．Sc．を研究学位
に変更することに対してかなり熱心な人々がいた。要するに、最終的な結果は、D．Sc．試
験のための既存の摘要が、撒回されたかわりに、DoctorofScienceの学位を欲するBachelor
ofScienceの学位の保持者は、彼の博士の資格に対する根拠として随筆、博士論文または
論文を提出するように求められた。
ケンブリッジ大学もオックスフォード大学もこれに素早く追従しはしなかった。
日本の大学院システムの歴史：［4日5］
第二次大戦後に施行された教育改革以前は、高度の学位は今あるような形では存在しなか
った。正式の大学院教育がおこなわれるまでは、大学院の業績として存在していたものは、
半数はドイツに存在したような形のもので、あとの半分は米国に存在したような形のもの
であった。特定の教授のもとで研究し、教授の資金に依存し、数年の研究の後、論文を書
く。幾つかの学問が大学院生の興味をひいた。戦前の大学院生の多くは、心理学を専攻し
ていた。
博士号の認定は、日本では1887年に条項三の学術学位条例によって次のように決定され
た［5］
rl）博士号は、大学院に入学した候補者が規定の試験に合格することによって教育科学
文化省により認定された。j
r2）さもなければ、博士号は、帝国大学評議会による協議により上記候補者と同等ある
いは、それに優る学術能力を有するものに認定された。』
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第2条項の中に、科学者が長年にわたってした研究業績（通常会社研究室においてなされ
る）に基づいて博士号が認定される論文博士号の起源を見ることができる。日本で与えら
れた最初の博士号は、2番目の条項のもとで認定された。日本の博士号の記録によると、
32個の科学分野の博士号および31個の工学分野の博士号のすべては1887年から1897年
の間に第2条項のもとにその学位が授与された。第2条項は、暫定措置として編入された
が、この論文博士号の制度の普及は、1898年の学術学位条例によって暗黙のうちに認めら
れている。それによると博士号は、r博士論文を提出し、博士号の申請をした者で他の博
士号候補者と同等あるいは、それに優る学術能力を有する者。』とある。統計を見ると、
1907年から1911年の間に認定された大部分の博士号は、論文博士号であった。27個の科
学分野の博士号のうち15個までは、論文博士号であった。
第二次大戦後に施行された教育改革によって、大学院生は、より公に認められた立場をも
つようになった。日本における大学院の学位の認定は、学術的学位についての規制によっ
て統制されていた（1953年4月1日の教育科学文化省の第九条例、1989年9月1日校訂）。
修士号の候補者は修士論文／最終研究と最終試験のほかに30単位の授業を受講しなけれ
ばならなかった。博士号の項は、次のように書かれてあった。『主要分野に関して、候補
者は、高度な研究能力を持ちその分野において独立に研究活動を実行するに必要な、そし
て他の高度な専門家としての義務を実行することに必要な学術的な知識を豊富に持たな
ければならない。J博士の候補者は、F高度な研究能力を育成し、その分野において独立
に研究活動を実行するに必要な、そして他の高度な専門家としての義務を実行することに
必要な学術的な知識を与えている大学院の博士課程を終了せねばならなかった。』もうひ
とつの条項は、例外について述べている、そこでは、大学によって明記されたように大学
院の試験に合格した博士論文を提出し、博士課程を完了した候補者に匹敵あるいはそれら
を凌駕する学術的な能力を持つと認められた候補者に認定されると言っている。［5］
このようなr論文博士号」を許す条項が編入されたのは、大学設立委員会の強い要請によ
るものであった。もともとは、そのようなものを許した言葉づかいではなかった。実際に
は、連合国占領軍の市民情報及び教育課の指令では、論文博士号制度を廃止せよと指示し
ていた。現在、論文博士号は、すべての科学博士号の40～50％で、全工学博士号の56～66％
に及んでいる。（米国その他の国々と同様に）研究能力の証としてこれらの博士号が授与
されるのではなく博士号が授与される年齢を比較してもわかるように長い研究期間への
r報酬」として授与されるのである。日本では、課程博士号の平均年齢は、（科学及び工
学の両者で）29歳であるが、論文博士号の場合は、科学の博士号が40歳で、工学の博士
号が42歳である。［1］
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日本の制度から『論文博士号』を取り除くかどうかは、ここで検討している問題とは、関
わりを持たないであろう。この二つの集団（論文博士号取得者と課程博士号取得者とは）
は、互いに交流したり接点を持つことは稀である。課程博士号の取得に着手している人々
が論文博士号の道のりを進む人々より幅広く、より最新の教育を得られるのであれば次の
ような議論がもちあがるだろう。すなわち論文博士号が存在するので、課程博士号の取得
を目指すより、むしろ直ちに会社に入ったり、幅のせまい、制限の多い教育に人々が惹き
付けられることになるだろうというものである。他方、熱意と知性を持った人がその教育
／学術水準向上を成就するためには常に道が開かれている、という考えは、このような
人々を元気づけるもので、さもなければ博士号の取得へ向かって研究する機会を持てない
人を惹き付けるであろう。最近の米国においては、会社で行われる研究に学位を与えたり
自分で受講するクラスで学位を授与される『社会人教育プログラム』の到来により社会人
の教育継続のための教育市場が、明確に存在していることは確かである。米国の困難な問
題は、そのような学位のほとんどが程度の低いものなので『博士号』を持つ意味が全くな
くなってしまうということである。十分に厳格なそして国際競争のもとにこのようにして
授与された学位がより標準的な『課程』による学位と競いあうことができるのかといった
社会人教育に関する日本と米国の問題は、まだ解決されていない。
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